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(57)【要約】
【課題】階調の差による補正より画質の劣化を抑えるこ
とのできる液晶表示装置を提供すること。
【解決手段】液晶表示装置は、データ線と、複数の画素
回路と、データ線にデータ線電位を印加するデータ線駆
動回路と、各画素回路の表示階調を示す情報に基づいて
表示階調を該画素回路に表示させる階調電位を補正して
なるデータ線電位を求める制御回路と、を含む。制御回
路は、表示対象となるフレームの階調電位が第１の電位
でありかつ１つ前のフレームの階調電位が第１の電位と
異なる第２の電位である場合に第１の電位からデータ線
電位へ補正する量と、表示対象となるフレームの階調電
位が第２の電位でありかつ１つ前の前記フレームの階調
電位が第１の電位である場合に第１の電位からデータ線
電位に補正する量とが異なるようにデータ線電位を求め
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ線と、
　それぞれがトランジスタと画素電極とを含む複数の画素回路と、
　前記データ線を介して前記各画素回路に含まれる前記トランジスタにデータ線電位を印
加するデータ線駆動回路と、
　前記各画素回路の表示階調を示す情報に基づいて、前記表示階調を該画素回路に表示さ
せる階調電位を補正してなるデータ線電位を前記データ線駆動回路に印加させる制御回路
と、
　を含み、
　前記各画素回路に含まれる前記画素電極は該画素回路に含まれる前記トランジスタを介
して前記データ信号線に接続され、
　前記制御回路は、表示対象となるフレームの前記各画素回路の階調電位が第１の電位で
ありかつ前記表示対象となるフレームの１つ前のフレームの該画素回路の階調電位が前記
第１の電位と異なる第２の電位である場合に前記第１の電位から前記データ線電位へ補正
する量と、前記表示対象となるフレームの該画素回路の階調電位が前記第２の電位であり
かつ前記表示対象となるフレームの１つ前のフレームの該画素回路の階調電位が前記第１
の電位である場合に前記第１の電位から前記データ線電位に補正する量とが異なるように
前記データ線駆動回路を制御する、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記制御回路は、表示対象となるフレームの前記各画素回路の階調電位が正極性の電位
でありかつ前記表示対象となるフレームの１つ前のフレームの該画素回路の階調電位が負
極性の電位である場合に前記正極性の電位から前記データ線電位に補正する量と、表示対
象となるフレームの該画素回路の階調電位が前記負極性の電位でありかつ前記表示対象と
なるフレームの１つ前のフレームの該画素回路の階調電位が前記正極性の電位である場合
に前記負極性の電位から前記データ線電位に補正する量とが異なるように前記データ線駆
動回路を制御する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記制御回路は、
　前記表示階調を示す情報に基づいて、前記表示階調を該画素回路に表示させる階調電位
を示す値を求める階調電位計算部と、
　表示対象となるフレームの前記階調電位と、前記表示対象となるフレームの１つ前のフ
レームの前記階調電位との電位差に基づいて、前記表示対象となるフレームの階調電位を
補正してなる強調電位を示す値を出力する階調電位補正部と、
　表示対象となるフレームに前記画素電極に印加する電位の極性と対象となるフレームの
１つ前のフレームに前記画素電極に印加する電位の極性とに基づいて、前記強調電位を補
正してなるデータ線電位を示すデータを出力する極性補正部と、
　前記データ線電位を前記データ線駆動回路に印加させるよう制御するデータ線制御信号
生成部と、を含む、
　ことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　温度を計測する温度観測部をさらに含み、
　前記階調電位補正部は、前記表示階調を示す情報と前記計測された温度とに基づいて、
前記強調電位を示す値を計算する、
　ことを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記制御回路は、
　表示対象となるフレームの表示階調および極性と前記表示対象となるフレームの１つ前
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のフレームの表示階調および極性とに対応させて前記データ線電位を示す値を記憶する記
憶手段と、
　前記各画素回路の表示階調を示す情報と、表示対象となるフレームに前記データ線に印
加する電位の極性と前記表示対象となるフレームの１つ前のフレームに前記データ線に印
加する電位の極性と、前記記憶手段に記憶されたデータ線電位を示す値とに基づいて、前
記データ線駆動回路が前記データ線電位を印加するよう制御するデータ線制御信号生成手
段と、を含む、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記制御回路は、前記データ線駆動回路が前記データ線に印加する電位の極性を２以上
の所定のフレームを表示するごとに反転させる、
　ことを特徴とする請求項２から５のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記制御回路が動作するフレームレートより低いフレームレートの映像データを取得す
るとともに前記映像データを前記制御回路が動作するフレームレートにおける前記表示階
調を示す情報に変換するフレームレート変換手段をさらに含む、
　ことを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示装置は、テレビ、パーソナルコンピュータのモニタなどに多く用いられ
ている。図１３は、従来の液晶表示装置の構成例を示す図である。この液晶表示装置は、
液晶表示パネル１１０と、データ線駆動回路１２０と、走査線駆動回路１３０と、制御回
路１４０と、を備える。液晶表示パネル１１０はアレイ基板と対向基板とからなる。アレ
イ基板上には図中縦方向に延びる複数のデータ線１２１と、図中横方向に延びる複数の走
査線１３１とが形成されている。隣り合う２本のデータ線１２１および隣り合う２本の走
査線１３１に囲まれた領域が１つの画素回路である。１つの画素回路は１つのサブ画素に
対応する。R、G、Bの３種類のサブ画素のグループが表示領域の画素を構成している。こ
こで、各画素回路はＴＦＴ（薄膜トランジスタ）素子と画素電極を含む。各画素回路に含
まれるＴＦＴ素子のソース電極とドレイン電極とのうち一方はその画素回路を挟む２本の
データ線のうちどちらか一方に接続されている。ソース電極とドレイン電極とのうち他方
は画素電極に接続されている。カラーフィルタを通して出力される各サブ画素の光の強度
を表示階調と呼ぶ。
【０００３】
　データ線駆動回路１２０は、表示パネル１１０内の複数のデータ線１２１のそれぞれと
接続されている。データ線駆動回路１２０は各データ線１２１に印加するデータ線電位を
生成する。走査線駆動回路１３０は、表示パネル１１０内の複数の走査線１３１のそれぞ
れと接続されている。走査線駆動回路１３０は各走査線１３１に印加する走査線電位を生
成する。
【０００４】
　制御回路１４０はデータ線駆動回路１２０の動作及び走査線駆動回路１３０の動作を制
御する回路である。制御回路１４０は、極性信号生成部１４１と、データ線制御信号生成
部１４２と、参照電圧制御部１４３と、走査線制御信号生成部１４４と、を備える。極性
信号生成部１４１は、データ線駆動回路１２０から出力されるデータ線電位の極性信号Ｐ
Ｓを生成する。
【０００５】
　データ線制御信号生成部１４２は、タイミングデータＳＳが示す一定期間ごとに映像デ
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ータＤＤに応じたデータ線電位をデータ線駆動回路１２０に出力させる映像データ制御信
号ＤＳを生成する。
【０００６】
　参照電圧制御部１４３は、データ線駆動回路１２０のＤＡ変換において使用する参照電
圧のパターンを決定し、参照電圧生成部１５０へ参照電圧信号ＲＳを出力する。参照電圧
生成部１５０は、参照電圧信号ＲＳに基づき、各表示階調に対応するデータ線電位の基準
となる参照電圧ＲＶを生成する。
【０００７】
　データ線駆動回路１２０は、入力された映像データ制御信号ＤＳ、極性信号ＰＳ、参照
電圧ＲＶを元に、各サブ画素の表示階調に対応するデータ線電位を生成し、各データ線１
２１へ出力する。
【０００８】
　走査線制御信号生成部１４４は、タイミングデータＳＳから、走査線駆動回路１３０を
制御する映像タイミング制御信号ＶＳを生成する。走査線駆動回路１３０は、映像タイミ
ング制御信号ＶＳに基づき、走査線１３１に走査線信号を出力し、走査線１３１に接続さ
れたＴＦＴ素子のオンオフを制御する。
【０００９】
　液晶表示装置は、映像データＤＤに基づいて、ある期間ごとに表示領域に表示される画
像を切替えて映し出す。これにより液晶表示装置の観察者は動画を観察することができる
。以下では表示領域に表示される１回分の画像を１フレームと呼び、その期間を１フレー
ム期間と呼ぶ。ここで、液晶に同じ極性の電位を印加し続けると残像の発生（焼き付き）
などが発生する。これを避けるために一定のフレームを表示するごとにデータ線１２１に
印加する電位の極性を反転させる交流駆動を行う。また、あるタイミングで各画素回路に
同じ極性の電位をデータ線に印加すると、コモン電位の変動などの理由により画質が劣化
する場合がある。これを防ぐため、隣り合う行の画素回路の画素電極に印加する電位の極
性を変化させるライン反転や、隣り合う画素回路の画素電極に印加する電位の極性を反転
させるドット反転などの交流駆動方法が行われている。特許文献１にはライン反転の交流
駆動方法が開示されている。
【００１０】
　ところでフレーム間での映像データの変化が大きい場合には、液晶に印加する電位の変
化が追随できないために、表示される画像の輪郭がボケたような映像になることがある。
これを改善するために、液晶に目的の階調を表示させる電位より高いレベル、もしくは低
いレベルのデータ線電位を印加し、液晶を加速的に動かすオーバードライブ方式が知られ
ている。この方式は特許文献２などに開示されている。一方、液晶表示装置の動画性能を
向上させ、動画のぼやけを軽減する方法の一つとして、一定時間に表示する映像データの
フレーム数を増やす駆動方法（以下では高フレームレート駆動と記す）が開発され、非特
許文献１などに開示されている。
【００１１】
　また、反転駆動を行う際の液晶の応答を最適にするように、液晶材料の誘電異方性を利
用し、あるフレームでデータ線に印加する電位が正極性であるか、負極性であるかを考慮
して液晶駆動電圧の補正量を加える方式が特許文献３に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特開平１０－９０７１２号公報
【特許文献２】特開２００２－０６２８５０号公報
【特許文献３】特開平９－２５８１６７号公報
【非特許文献】
【００１３】
【非特許文献１】“82” Ultra Definition LCD Using New Driving Scheme and Advance
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d SuperPVA Technology”(SID 08, Sang Soo Kim)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　液晶表示装置ではフレームレートが高くなるにつれ、データ線電位を画素電極へ印加し
て映像データを書込む時間が減少する。映像データを書込む時間が減少すると、画素電極
に印加される電位が、本来表示する映像データの表示階調を画素回路に表示させる電位に
十分に変化しない現象（映像データの書込み不足）が生じる。映像データの書込み不足に
より、本来表示する映像データとの色ずれなどの画質劣化が生じる。
【００１５】
　従来のオーバードライブ方式では、書込みを行っているフレームでの階調と、そのフレ
ームの前のフレームでの階調から映像データの書込み不足の量を計算し、その量を打ち消
すように補正している。しかし、この補正方法のみでは補正が十分になされない、もしく
は過剰に補正され、画質の劣化が起こることがあった。
【００１６】
　本発明は上記課題に鑑みてなされたものであって、その目的は、階調の差に基づいて補
正を行う場合より画質の劣化を抑えることのできる液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本出願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、以下
の通りである。
【００１８】
　（１）データ線と、それぞれがトランジスタと画素電極とを含む複数の画素回路と、前
記データ線を介して前記各画素回路に含まれる前記トランジスタにデータ線電位を印加す
るデータ線駆動回路と、前記各画素回路の表示階調を示す情報に基づいて、前記表示階調
を該画素回路に表示させる階調電位を補正してなるデータ線電位を前記データ線駆動回路
に印加させる制御回路と、を含み、前記各画素回路に含まれる前記画素電極は該画素回路
に含まれる前記トランジスタを介して前記データ信号線に接続され、前記制御回路は、表
示対象となるフレームの前記各画素回路の階調電位が第１の電位でありかつ前記表示対象
となるフレームの１つ前のフレームの該画素回路の階調電位が前記第１の電位と異なる第
２の電位である場合に前記第１の電位から前記データ線電位へ補正する量と、前記表示対
象となるフレームの該画素回路の階調電位が前記第２の電位でありかつ前記表示対象とな
るフレームの１つ前のフレームの該画素回路の階調電位が前記第１の電位である場合に前
記第１の電位から前記データ線電位に補正する量とが異なるように前記データ線駆動回路
を制御する、ことを特徴とする液晶表示装置。
【００１９】
　（２）（１）において、前記制御回路は、表示対象となるフレームの前記各画素回路の
階調電位が正極性の電位でありかつ前記表示対象となるフレームの１つ前のフレームの該
画素回路の階調電位が負極性の電位である場合に前記正極性の電位から前記データ線電位
に補正する量と、表示対象となるフレームの該画素回路の階調電位が前記負極性の電位で
ありかつ前記表示対象となるフレームの１つ前のフレームの該画素回路の階調電位が前記
正極性の電位である場合に前記負極性の電位を前記データ線電位に補正する量とが異なる
ように前記データ線駆動回路を制御する、ことを特徴とする液晶表示装置。
【００２０】
　（３）（２）において、前記制御回路は、前記表示階調を示す情報に基づいて、前記表
示階調を該画素回路に表示させる階調電位を示す値を求める階調電位計算部と、表示対象
となるフレームの前記階調電位と、前記表示対象となるフレームの１つ前のフレームの前
記階調電位との電位差に基づいて、前記表示対象となるフレームの階調電位を補正してな
る強調電位を示す値を出力する階調電位補正部と、表示対象となるフレームに前記画素電
極に印加する電位の極性と対象となるフレームの１つ前のフレームに前記画素電極に印加
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する電位の極性とに基づいて、前記強調電位を補正してなるデータ線電位を示すデータを
出力する極性補正部と、前記データ線電位を前記データ線駆動回路に印加させるよう制御
するデータ線制御信号生成部と、を含む、ことを特徴とする液晶表示装置。
【００２１】
　（４）（３）において、温度を計測する温度観測部をさらに含み、前記階調電位補正部
は、前記表示階調を示す情報と前記計測された温度とに基づいて、前記強調電位を示す値
を計算する、ことを特徴とする液晶表示装置。
【００２２】
　（５）（１）または（２）において、前記制御回路は、表示対象となるフレームの表示
階調および極性と前記表示対象となるフレームの１つ前のフレームの表示階調および極性
とに対応させて前記データ線電位を示す値を記憶する記憶手段と、前記各画素回路の表示
階調を示す情報と、表示対象となるフレームに前記データ線に印加する電位の極性と前記
表示対象となるフレームの１つ前のフレームに前記データ線に印加する電位の極性と、前
記記憶手段に記憶されたデータ線電位を示す値とに基づいて、前記データ線駆動回路が前
記データ線電位を印加するよう制御するデータ線制御信号生成手段と、を含む、ことを特
徴とする液晶表示装置。
【００２３】
　（６）（２）から（５）のうちいずれか１つにおいて、前記制御回路は、前記データ線
駆動回路が前記データ線に印加する電位の極性を２以上の所定のフレームを表示するごと
に反転させる、ことを特徴とする液晶表示装置。
【００２４】
　（７）（１）から（６）のうちいずれか１つにおいて、前記制御回路が動作するフレー
ムレートより低いフレームレートの映像データを取得するとともに前記映像データを前記
制御回路が動作するフレームレートにおける前記表示階調を示す情報に変換するフレーム
レート変換手段をさらに含む、ことを特徴とする液晶表示装置。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、階調の差に基づいて補正を行う場合より画質の劣化を抑えることので
きる液晶表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の構成例を示す図である。
【図２】画素回路の構成の一例を示す図である。
【図３】走査線駆動回路から出力される走査線電位の波形を示す図である。
【図４Ａ】低フレームレートでデータ線電位を印加する場合の画素電極の電位の波形の例
を示す図である。
【図４Ｂ】高フレームレートでデータ線電位を印加する場合の画素電極の電位の波形の例
を示す図である。
【図５Ａ】階調電位と強調電位との関係を説明する図である。
【図５Ｂ】階調電位と強調電位との関係を説明する図である。
【図６】階調電位と強調電位との関係を示す図である。
【図７】極性による画素電極の電位変化の違いを示す図である。
【図８Ａ】低フレームレート駆動で１フレーム反転の場合のデータ線電位の極性の時間変
化を示す図である。
【図８Ｂ】高フレームレート駆動で１フレーム反転の場合のデータ線電位の極性の時間変
化を示す図である。
【図８Ｃ】高フレームレート駆動で２フレーム反転の場合のデータ線電位の極性の時間変
化を示す図である。
【図９Ａ】データ線電位の補正を行わず、フレーム間で極性が正極性から負極性に変化す
る場合の画素電極の電位変化の例を示す図である。
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【図９Ｂ】データ線電位の補正を行わず、フレーム間で極性が負極性から正極性に変化す
る場合の画素電極の電位変化の例を示す図である。
【図９Ｃ】データ線電位の補正を行わず、フレーム間で極性が負極性から負極性に変化す
る場合の画素電極の電位変化の例を示す図である。
【図９Ｄ】データ線電位の補正を行わず、フレーム間で極性が正極性から正極性に変化す
る場合の画素電極の電位変化の例を示す図である。
【図１０Ａ】データ線電位の補正を行い、フレーム間で極性が正極性から負極性に変化す
る場合の画素電極の電位変化の例を示す図である。
【図１０Ｂ】データ線電位の補正を行い、フレーム間で極性が負極性から正極性に変化す
る場合の画素電極の電位変化の例を示す図である。
【図１０Ｃ】データ線電位の補正を行い、フレーム間で極性が負極性から負極性に変化す
る場合の画素電極の電位変化の例を示す図である。
【図１０Ｄ】データ線電位の補正を行い、フレーム間で極性が正極性から正極性に変化す
る場合の画素電極の電位変化の例を示す図である。
【図１１】本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置の構成例を示す図である。
【図１２】本発明の第３の実施形態に係る液晶表示装置の構成例を示す図である。
【図１３】従来の液晶表示装置の構成例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下では、本発明の実施形態に係る液晶表示装置について図面に基づいて説明する。出
現する構成要素のうち同一機能を有するものには同じ符号を付し、その説明を省略する。
以下ではＴＦＴ素子を用いた液晶表示装置について説明する。
【００２８】
［第１の実施形態］
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の構成例を示す図である。第１の
実施形態に係る液晶表示装置は、液晶表示パネル１１０と、データ線駆動回路１２０と、
走査線駆動回路１３０と、制御回路１４０と、を備える。液晶表示パネル１１０は、アレ
イ基板とそのアレイ基板に対向して設けられる対向基板とで構成される。アレイ基板と対
向基板との間には、液晶が封入されている。アレイ基板上には図中縦方向に延びる複数本
のデータ線１２１と、データ線１２１と交差して図中横方向に延びる複数本の走査線１３
１とが形成されている。隣り合う２本のデータ線１２１および隣り合う２本の走査線１３
１に囲まれた領域が１つのサブ画素を表示する画素回路である。画素回路はアレイ基板の
表示領域内にマトリクス状に配置されている。液晶表示装置の表示領域中の１つの画素は
、R、G、Bの３種類のサブ画素のグループによって構成される。液晶表示装置は、画素の
集合によって表示領域に画像を表示し、その画像を一定間隔で切替えることで動画を表示
している。
【００２９】
　データ線駆動回路１２０は、液晶表示パネル１１０内の複数のデータ線１２１のそれぞ
れと接続されている。データ線駆動回路１２０は各データ線１２１に印加するデータ線電
位を生成する。走査線駆動回路１３０は、液晶表示パネル１１０内の複数の走査線１３１
のそれぞれと接続されている。走査線駆動回路１３０は各走査線１３１に加える走査線電
位を生成する。
【００３０】
　制御回路１４０は、データ線駆動回路１２０の動作及び走査線駆動回路１３０の動作を
制御する回路である。制御回路１４０は、極性信号生成部１４１と、データ線制御信号生
成部１４２と、参照電圧制御部１４３と、走査線制御信号生成部１４４と、階調電位到達
率出力回路５１０と、階調電位計算回路５２０と、階調電位補正回路５３０と、フレーム
極性記憶部５４０と、極性補正回路５５０と、階調電位記憶部５６０と、を備える。また
、液晶表示装置は、データ線駆動回路１２０に接続される参照電圧生成部１５０を有する
。参照電圧生成部１５０は、参照電圧制御部１４３にも接続されている。
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【００３１】
　極性信号生成部１４１は、データ線駆動回路１２０から出力されるデータ線電位の極性
を示す極性信号ＰＳを生成する。参照電圧制御部１４３は、データ線駆動回路１２０で行
われるＤＡ変換において使用する参照電圧のパターンを決定し、参照電圧生成部１５０へ
そのパターンを示す参照電圧信号ＲＳを出力する。参照電圧生成部１５０は、参照電圧信
号ＲＳに基づき、各表示階調に対応するデータ線電位の基準となる参照電圧ＲＶを生成す
る。ここで、データ線電位の極性には正極性と負極性がある。正極性とは電位が基準電位
Ｖｃｏｍより高いことを示し、負極性とは電位が基準電位Ｖｃｏｍより低いことを示す。
【００３２】
　階調電位到達率出力回路５１０と、階調電位計算回路５２０と、階調電位補正回路５３
０と、フレーム極性記憶部５４０と、極性補正回路５５０とは、入力された映像データＤ
Ｄが示す表示階調を各画素回路に表示させる階調電位Ｖｄを補正してなるデータ線電位を
示すデータ線電位データＣＤを出力するためのものである。これらの具体的な内容につい
ては後述する。データ線制御信号生成部１４２は、データ線電位データＣＤから、そのデ
ータ線電位データＣＤが示すデータ線電位を適切なタイミングでデータ線に印加するよう
データ線駆動回路１２０を制御する映像データ制御信号ＤＳを生成する。
【００３３】
　データ線駆動回路１２０は、映像データ制御信号ＤＳ、極性信号ＰＳ、および参照電圧
ＲＶを取得し、各表示階調に対応するデータ線電位を生成する。生成されたデータ線電位
は各データ線１２１に印加される。データ線駆動回路１２０は極性信号ＰＳがハイレベル
の電位の場合には正極性のデータ線電位をデータ線１２１に印加し、極性信号がローレベ
ルの場合には負極性のデータ線電位をデータ線１２１に印加する。
【００３４】
　走査線制御信号生成部１４４は、制御回路１４０に入力されたタイミングデータＳＳか
ら、走査線駆動回路１３０を制御する映像タイミング制御信号ＶＳを生成する。走査線駆
動回路１３０は、走査線制御信号生成部１４４から入力された映像タイミング制御信号Ｖ
Ｓに基づき、走査線１３１に走査線信号ＧＳを出力する。
【００３５】
　図２は、画素回路の構成の一例を示す図である。各画素回路はＴＦＴ（薄膜トランジス
タ）素子２１０と画素電極２２０とを含む。各画素回路に含まれるＴＦＴ素子２１０のソ
ース電極とドレイン電極とのうち一方はその画素回路を挟む２本のデータ線１２１のうち
どちらか一方に接続され、ソース電極とドレイン電極とのうち他方はその画素回路に含ま
れる画素電極２２０に接続されている。またＴＦＴ素子２１０のゲート電極は走査線１３
１に接続されている。なお、ＴＦＴ素子２１０のドレイン電極とソース電極とは印加され
る電位の高低により定まる。ＴＦＴ素子２１０には極性がないためである。以下では便宜
的にデータ線１２１と接続される電極をドレイン電極、画素電極２２０と接続される電極
をソース電極と記す。
【００３６】
　図３は、走査線駆動回路１３０から出力される走査線信号ＧＳの波形を示す図である。
走査線信号ＧＳは走査線駆動回路１３０で生成され、各走査線１３１に出力される。各走
査線１３１にハイレベルの電位が印加される時間をオン時間Ｔｏｎと呼ぶ。走査線１３１
にハイレベルの電位が印加されると、その走査線１３１に接続されたＴＦＴ素子２１０が
、画素電極２２０とデータ線１２１とを電気的に接続する（オン状態とする）。次に走査
線駆動回路１３０は、ハイレベルの走査線１３１の電位をローレベルにし、次の走査線１
３１の電位をハイレベルにすることを順に繰り返す。走査線１３１からの走査線信号ＧＳ
によってＴＦＴ素子２１０がオン状態となると、画素電極２２０の電位がＴＦＴ素子２１
０のドレイン電極に印加されたデータ線電位に向かって変化する。画素電極２２０の電位
によって、その画素電極の近傍の液晶に電界がかかる。それによりその近傍の液晶を通過
する光の透過率が変化し、各画素の階調表示がなされる。
【００３７】
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　次に、映像データＤＤから求められる階調電位Ｖｄを印加する場合の書込み不足の発生
について説明する。図４Ａは低フレームレートでデータ線電位ＤＰが印加される場合の画
素電極２２０の電位である画素電極電位ＰＰの波形の例を示す図である。図４Ｂは高フレ
ームレートでデータ線電位ＤＰが印加される場合の画素電極電位ＰＰの波形の例を示す図
である。なお、低フレームレートは例えば６０Ｈｚといった通常の放送等で受信する映像
信号のフレームレートを示し、高フレームレートは例えば倍速駆動におけるフレームレー
トなど、低フレームレートより高いフレームレートを示す。図４Ａに示すように、走査線
信号ＧＳが低フレームレートの信号である場合には、走査線オン時間Ｔｏｎｌの間、デー
タ線電位ＤＰとして階調電位Ｖｄが画素電極２２０と電気的に接続されたデータ線１２１
に印加され、画素電極２２０に表示階調を示す信号の書込みが行われる。階調電位Ｖｄは
データ線１２１に十分に長い時間印加された場合に映像データＤＤが示す表示階調を画素
回路に表示させる電位である。
【００３８】
　ここで、画素回路やデータ線１２１によって生じる抵抗や容量によって、ＲＣ回路が形
成されている。画素電極電位ＰＰが信号の書込みの開始時の電位Ｖｓから電位Ｖｄまで変
化し、電位変化が定常状態となるにはＲＣ回路の時定数に応じた時間がかかる。低フレー
ムレート駆動の場合、走査線オン期間Ｔｏｎｌは画素電極電位ＰＰが定常状態になるのに
十分な時間である。
【００３９】
　しかし図４Ｂに示すように、高フレームレート駆動を行う場合の走査線オン時間Ｔｏｎ
は低フレームレートの走査線オン時間Ｔｏｎｌより短くなり、画素電極２２０へのデータ
線電位ＤＰの印加時間が減少し、表示階調を示す信号の書込み時間が減少する。すると画
素電極電位ＰＰが定常状態になる前に走査線オン時間Ｔｏｎが終わり、次のフレームで書
込みされるまで信号の書込み終了時の電位Ｖｅが画素電極２２０に印加される。このＶｄ
とＶｅとのずれが表示階調を示す信号の書込み不足であり、これにより色ずれなどの画質
劣化が生じる。
【００４０】
　なお、この書込み不足の影響はデータ線電位ＤＰを交流駆動する場合により顕著になる
。液晶表示装置では画素電極に同極性のデータ線電位を印加し続けると、パネルに映像が
焼き付いてしまうという問題がある。その映像データの焼き付きを抑制するために、デー
タ線電位ＤＰの極性（階調電位Ｖｄの極性と同じである）を一定のフレーム間隔で反転さ
せる交流駆動を行っている。本実施形態ではノーマリーブラックの液晶を用いており、表
示階調が明るくなるほど、階調電位Ｖｄと基準電位Ｖｃｏｍとの差が大きくなる。同じ表
示階調である場合には、正極性の階調電位Ｖｄと基準電位Ｖｃｏｍとの差と、負極性の階
調電位Ｖｄと基準電位Ｖｃｏｍとの差とは同じになる。
【００４１】
　すると、書込みを行うフレームとその前のフレームとで極性が反転する場合には、デー
タ線電位ＤＰを印加する前の電位と階調電位Ｖｄとの電位差が大きくなり、その分ずれも
大きくなる。特に極性が変化する場合にはフレーム間で表示階調が変化しない場合でも大
きい電位差が生じる。このことから、画素電極電位ＰＰを変化させる量は、同じ映像デー
タであっても前後のフレームの極性によって変化することがわかる。
【００４２】
　次に、上述のＲＣ回路に起因する書込み不足に対応する補正の考え方について説明する
。図５Ａおよび図５Ｂは、階調電位Ｖｄとその階調電位ＶｄをＲＣ回路の影響を打ち消す
よう補正された電位である強調電位Ｖａとの関係を説明するための図である。図５Ａはデ
ータ線駆動回路１２０がデータ線１２１に電位Ｖａｐを画素電極２２０に向けて定常状態
になるまで印加した場合の画素電極電位ＰＰの時間変化を示す図である。ここでデータ線
１２１に電位Ｖａｐを印加する前の画素電極２２０の電位ＰＰをＶｓとする。ＲＣ回路に
よる影響以外の影響を無視した場合に、走査線がオンされてからの時間ｔにおける画素電
極電位ＰＰとＶｓとの電位差Ｖ（ｔ）の理論式は以下のようになる。
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【００４３】
【数１】

【００４４】
　ここで、Ｖｃ＝Ｖａｐ－Ｖｓであり、Ｖｃは走査線がオンされる時にデータ線１２１に
印加される電位Ｖａｐと走査線オン期間Ｔｏｎの前の画素電極２２０の電位Ｖｓとの電位
差を示している。この電位差Ｖ（ｔ）から求められる画素電極電位ＰＰの時間変化を図５
Ａに示している。これより、走査線オン期間Ｔｏｎが終了した時刻における電位差Ｖ（Ｔ
ｏｎ）は、以下のようになることがわかる。
【００４５】
【数２】

【００４６】
　図５Ｂは、ＲＣ回路の影響を補正する場合の画素電極電位ＰＰの時間変化を示す図であ
る。ここでは時刻ｔ２における電位が階調電位Ｖｄであり、走査線オン期間Ｔｏｎには画
素電極２２０に強調電位Ｖａが印加されるとする。上述の式から、以下の式を満たす強調
電位Ｖａを求めれば良いことがわかる。
【００４７】

【数３】

【００４８】
　ここでＲａを階調電位到達率と呼ぶ。走査線オン期間Ｔｏｎはフレームレートにより定
まるので、フレームレートが定まれば階調電位到達率が定まる。これにより算出した強調
電位Ｖａをデータ線１２１に印加すれば、ＲＣ回路により生じる書込み不足を解消するこ
とができる。なお、強調電位Ｖａと階調電位Ｖｄとを比べると、Ｖｓ＜Ｖｄの場合はＶｄ
＜Ｖａ、Ｖｓ＞Ｖｄの場合はＶｄ＞Ｖａという関係がある。
【００４９】
　図６は表示階調と階調電位Ｖｄと強調電位Ｖａとの関係を示す図である。本図はＶｓが
基準電位Ｖｃｏｍである場合についての上記の関係を示す。本図のグラフの横軸は表示階
調であり、縦軸は電位である。基準電位Ｖｃｏｍは極性反転における基準となる電位であ
り、同じ階調の場合、正極性の階調電位Ｖｄと基準電位Ｖｃｏｍとの電位差は負極性の階
調電位Ｖｄと基準電位Ｖｃｏｍとの電位差と大きさが同じになる。階調電位Ｖｄに比べ、
設定電位Ｖａの方が基準電位Ｖｃｏｍからの差分の大きさは大きくなる。
【００５０】
　実際には、上述のＲＣ回路に起因する書込み不足の他に、データ線電位ＤＰ自体の高低
による階調電位Ｖｄと画素電極電位ＰＰとのずれも発生する。図２に示すように、データ
線１２１から供給される電位はＴＦＴ素子２１０を介して画素電極２２０に接続されてい
るが、この構成は極性に関して非対称である。例えば、走査線１３１から供給される走査
線信号ＧＳのハイレベル電位およびローレベル電位はデータ線電位の極性と関係なく一定
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である。これに起因して、正極性のデータ線電位が画素回路に入力される場合と、負極性
のデータ線電位が画素回路に入力される場合とでは、画素電極２２０とデータ線電位との
間での電位差が同じ大きさであっても、画素電極２２０に向けて流れる電流の大きさが異
なるからである。
【００５１】
　図７は、極性による画素電極２２０の電位変化の違いを示す図である。本図では仮に、
画素電極２２０に対しデータ線電位ＤＰとして高い電位Ｖｔと、低い電位－Ｖｔとを、十
分に長い時間ごとに切替えて供給する場合の画素電極電位ＰＰの時間変化を示す。図５に
示すように、フレーム間でデータ線電位が高い電位から低い電位に変化する場合と、低い
電位から高い電位に変化する場合とで、画素電極電位ＰＰが変化する割合が異なる。それ
により、低い電位－Ｖｔから高い電位＋Ｖｔに変化する場合に画素電極電位ＰＰが定常状
態になるまでの時間Ｔｐより、高い電位＋Ｖｔから低い電位－Ｖｔに変化する場合に画素
電極電位ＰＰが定常状態になるまでの時間Ｔｎの方が長くなる。見方を変えれば、高フレ
ームレートなどで走査線オン時間Ｔｏｎが短い場合には、その違いが画質の劣化としてあ
らわれる。本実施形態の例では、データ線１２１に印加される電位が０～１４Ｖ、基準電
位Ｖｃｏｍが７Ｖ、走査線信号ＧＳのハイレベル電位が３０Ｖ、ローレベル電位が０Ｖで
あり、この場合は高い電位から低い電位に変化する場合の方が、画素電極２２０の電位変
化が遅くなる。この現象は、図５の例のように前のフレームの極性と後のフレームの極性
とが異なる場合に特に顕著になる。
【００５２】
　次にデータ線電位ＤＰ自体の高低による表示階調を示す信号の書込み時のずれの補正に
ついて説明する。表示階調と階調電位の関係から、基準電位Ｖｃｏｍ付近の電位は印加さ
れないため、極性が変化する場合の変化量の下限は一定の大きさとなる。よって、階調電
位Ｖｄや強調電位Ｖａの極性の変化に着目し、極性の変化のパターンによって定まる一定
の電位を補正する。
【００５３】
　ここで、極性反転のパターンについて説明する。図８Ａは、低フレームレート駆動で１
フレーム反転の場合の階調電位Ｖｄの極性の時間変化を示す図である。映像タイミング制
御信号ＶＳは各フレームの切替のタイミングで短時間ハイレベル電位となり、その他の時
間はローレベル電位となる。極性信号ＰＳは映像タイミング制御信号ＶＳがハイレベルと
なる度にハイレベルとローレベルの間で信号が切り替わる。階調電位Ｖｄの極性は、極性
信号ＰＳがハイレベルの時は正極性、ローレベルの時は負極性になる。つまり、この場合
は１フレームごとに階調電位Ｖｄの極性が反転する１フレーム反転となる。一般に、フレ
ームレートが６０Ｈｚよりも低い周波数となる場合、フリッカが発生し、画質の劣化が生
じる。
【００５４】
　図８Ｂは、高フレームレート駆動で１フレーム反転の場合のデータ線電位の極性の時間
変化を示す図である。本図では高フレームレートの例として、低フレームレート駆動の４
倍のフレームレートで駆動する場合を示している。高フレームレート駆動の場合には、１
フレーム期間の長さが４分の１になる。図８Ａと同様に１フレーム反転を行う場合は画素
電極２２０に印加されている電圧の充放電の回数が増加する。画素電極２２０に印加され
ている電圧の充放電の回数が多くなると、消費する電力が増大する。例えば図８Ｂの場合
は低フレームレート駆動の場合に比べデータ線１２１に印加する電位による消費電力は約
４倍となる。
【００５５】
　図８Ｃは、高フレームレート駆動で２フレーム反転の場合のデータ線電位の極性の時間
変化を示す図である。本図は図８Ｂと同様に低フレームレート駆動の４倍のフレームレー
トで駆動する例を示す。この場合は４フレーム毎に極性反転を行うことで充放電の回数を
減らし、消費電力の増大を抑えることができる。例えば、本発明の表示装置では、図８Ｂ
に示すような１フレーム反転を行った時に比べ、データ線１２１に印加する電位による消
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費電力は半分程度となる。本実施形態では、図８Ｃに示す極性反転の方法を用いている。
【００５６】
　本実施形態では図８Ｃに示す極性反転を行っている。表示対象となるフレームとその１
つ前のフレームとのフレーム間での極性のパターンは４種類ある。そのうち極性が変化す
る異極性のパターンとして、正極性から負極性のパターン（以下パターン１と記す）と、
負極性から正極性のパターン（以下パターン２と記す）との２つがある。またフレーム間
で極性が変化しない同極性のパターンとして、負極性から負極性のパターン（以下パター
ン３と記す）と正極性から正極性のパターン（以下パターン４と記す）との２つがある。
このそれぞれのパターンに応じて定まる表示階調を示す信号の書込み時のずれに対する補
正量を設定する。パターン１からパターン４での補正の値をそれぞれＶｐｃ１からＶｐｃ
４とすると、Ｖｐｃ１が－Ｖｐｃ２より小さくなる。なお、Ｖｐｃ１からＶｐｃ４の値は
実験的に定めてよい。
【００５７】
　以下では制御回路１４０でのデータ線電位データＣＤの生成について詳細を説明する。
階調電位到達率出力回路５１０は、データ線や周辺回路のＣＲ時定数を考慮し、階調電位
Ｖｄに対する、高フレームレート駆動の場合の走査線オン期間Ｔｏｎにおける階調電位到
達率を示すデータ（階調電位到達率データＡＲ）を出力する。階調電位到達率出力回路５
１０はフレームレートに基づいて階調電位到達率を計算し出力してもよいし、フレームレ
ートごとに計算した階調電位到達率データＡＲをメモリに保存しておき、動作しているフ
レームレートの階調電位到達率データＡＲをメモリから取得して出力してもよい。
【００５８】
　階調電位計算回路５２０は、映像データＤＤが示す表示階調を画素回路に表示させる階
調電位Ｖｄを計算し、その階調電位Ｖｄを示す階調電位データＰＤとして出力する。なお
、階調電位Ｖｄを計算する代わりに予め表示階調ごとに計算された階調電位Ｖｄのデータ
をメモリに保存しておき、そのメモリから映像データＤＤが示す表示階調に応じた階調電
位Ｖｄのデータを取り出してもよい。ここで、階調電位を示す情報は、画素ごとに階調電
位記憶部５６０に保存され、次のフレームで階調電位補正回路５３０から参照される。
【００５９】
　階調電位補正回路５３０は、階調電位到達率データＡＲと、階調電位計算回路５２０か
らの各画素の表示対象となるフレーム（以下（Ｍ＋１）番目のフレームと記す）の階調電
位データＰＤと、階調電位記憶部５６０からの一つ前のフレーム（以下Ｍ番目のフレーム
と記す）の階調電位を示す情報とから、高フレームレート駆動時のデータ線書込み電位を
階調電位と同等の値にするような階調電位の補正の計算を行う。具体的には、階調電位デ
ータ５０２が示す階調電位と階調電位記憶部５６０から取得したＭ番目のフレームの階調
電位との電位差に、階調電位到達率データＡＲが示す階調電位到達率の逆数をかけ、Ｍ番
目のフレームの階調電位を足すことで強調電位Ｖａが求まる。そして階調電位補正回路５
３０は強調電位Ｖａを示す強調電位データＡＤを出力する。
【００６０】
　フレーム極性記憶部５４０は、極性信号ＰＳを取得し、次のフレームの走査が終わるま
でその極性信号ＰＳを保持する。それにより、フレーム極性記憶部５４０は、Ｍ番目のフ
レームの極性を示す前フレーム極性データＰＰＳを出力する。極性補正回路５５０は、極
性信号生成部１４１からの極性信号ＰＳと、フレーム極性記憶部５４０からの前のフレー
ムの極性を示す前フレーム極性データＰＰＳとからＭ番目のフレームの階調電位あるいは
強調電位の極性とＭ＋１番目のフレームでの階調電位あるいは強調電位の極性との極性変
化のパターンを判断し、そのパターンに応じた補正電位を強調電位Ｖａに足したデータ線
電位を示すデータ線電位データＣＤを出力する。なお、極性変化のパターンに応じた補正
電位は予め求められており、メモリに格納されている。
【００６１】
　データ線制御信号生成部１４２はデータ線電位データＣＤが示す補正後の電位をデータ
線駆動回路１２０に出力させる情報（映像データ制御信号ＤＳ）を出力する。
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【００６２】
　以下では上述の補正を行った場合の効果について説明する。図９Ａから図９Ｄは、上述
のデータ線電位の補正を行わなかった場合の画素電極２２０の電位の変化の例を示す図で
ある。図９Ａはフレーム間で極性が正極性から負極性に変化する場合の画素電極の電位変
化の例を示し、図９Ｂはフレーム間で極性が負極性から正極性に変化する場合の画素電極
の電位変化の例を示し、図９Ｃはフレーム間で極性が負極性から負極性に変化する場合の
画素電極の電位変化の例を示し、図９Ｄはフレーム間で極性が正極性から正極性に変化す
る場合の画素電極の電位変化の例を示す。それぞれの場合、走査線オン期間Ｔｏｎにデー
タ線１２１に印加されるデータ線電位ＤＰは階調電位Ｖｄであり、走査線オン期間Ｔｏｎ
経過時の階調電位Ｖｄと画素電極電位ＰＰとの差は、各パターンで異なる。
【００６３】
　図１０Ａから図１０Ｄは、上述のデータ線電位の補正を行った場合の画素電極２２０の
電位の変化の例を示す図である。図１０Ａはフレーム間で極性が正極性から負極性に変化
する場合の画素電極の電位変化の例を示し、図１０Ｂはフレーム間で極性が負極性から正
極性に変化する場合の画素電極の電位変化の例を示し、図１０Ｃはフレーム間で極性が負
極性から負極性に変化する場合の画素電極の電位変化の例を示し、図１０Ｄはフレーム間
で極性が正極性から正極性に変化する場合の画素電極の電位変化の例を示す。それぞれ走
査線オン期間Ｔｏｎに、データ線１２１には階調電位Ｖｄを元に補正された電位Ｖｘが印
加される。
【００６４】
　図１０Ａと図１０Ｂは、フレーム間の極性が異なる場合の補正後のデータ線電位ＤＰお
よび画素電極電位ＰＰの時間推移を示している。図１０Ａは、Ｍ番目のフレームと（Ｍ＋
１）番目のフレームのデータ線電位ＤＰの極性が正極性から負極性へ変化する場合の例で
ある。この場合の補正値（Ｖｘ－Ｖｄ）はＶｂ１とする。図１０Ｂは、Ｍ番目のフレーム
と（Ｍ＋１）番目のフレームのデータ線電位ＤＰの極性が負極性から正極性へ変化する場
合の例である。この場合の補正値（Ｖｘ－Ｖｄ）はＶｂ２とする。
【００６５】
　図１０Ｃと図１０Ｄはフレーム間の極性が同じ場合の補正後のデータ線電位ＤＰと画素
電極電位ＰＰの時間推移を示している。図１０Ｃは、Ｍ番目のフレームとＭ＋１番目のフ
レームのデータ線電位ＤＰの極性が負極性から負極性へ変化する場合の例である。この場
合の補正量（Ｖｘ－Ｖｄ）はＶｂ３とする。図１０Ｄは、Ｍ番目のフレームとＭ＋１番目
のフレームのデータ線電位ＤＰの極性が正極性から正極性へ変化する場合の例である。こ
の場合の補正量（Ｖｘ－Ｖｄ）はＶｂ４とする。
【００６６】
　ここで、Ｖｂ１からＶｂ４は、データ線電位の極性とＭ番目のフレームとＭ＋１番目の
フレームの映像データの関係によって異なる値となる。例えば、データ線電位ＤＰが正極
性から負極性へ変化する（図１０Ａ）の場合、Ｖｂ１＜０となり、データ線電位ＤＰが負
極性から正極性へ変化する（図１０Ｂ）の場合、Ｖｂ２＞０となり、データ線電位ＤＰが
負極性から負極性へ変化する（図１０Ｃ）の場合、Ｖｂ３＜０の値となり、データ線電位
ＤＰが正極性から正極性へ変化する（図１０Ｄ）の場合、Ｖｂ４＞０の値となる。また、
データ線電位ＤＰの変化が同極性の場合（図１０Ｃおよび図１０Ｃと図１０Ｄ）に比べて
、異極性の場合（図１０Ａおよび図１０Ｂ）の補正量は大きくなるため、Ｖｂ１＜Ｖａ１
＜０＜Ｖａ２＜Ｖｂ２となる。また、極性変化による補正を行っているため、図１０Ａの
データ線電位印加前の電位と図１０Ｂの階調電位Ｖｄとが等しく、図１０Ａの階調電位Ｖ
ｄと、図１０Ｂのデータ線電位印加前の電位とが等しい場合は、｜Ｖｂ１｜＞｜Ｖｂ２｜
の関係も満たす。
【００６７】
　こうすると、Ｍ＋１番目のフレームにいずれかの画素回路に表示階調を表示させる階調
電位が正極性の第１の電位であり、Ｍ番目のフレームにその画素回路に表示階調を表示さ
せる階調電位が負極性の第２の電位である場合に、階調電位である第１の電位からデータ



(14) JP 2011-102876 A 2011.5.26

10

20

30

40

50

線電位に補正する量（Ｖｂ１）と、Ｍ＋１番目のフレームにいずれかの画素回路に表示階
調を表示させる階調電位が第２の電位であり、Ｍ番目のフレームにその画素回路に表示階
調を表示させる階調電位が第１の電位である場合に、階調電位である第２の電位からデー
タ線電位に補正する量（Ｖｂ２）とは異なり、回路の非対称性に合わせた修正が可能とな
る。
【００６８】
　なお、本発明の実施形態はこれまでに説明した構成には限られない。説明した構成はあ
くまで一例である。
【００６９】
　例えば、高フレームレート駆動のデータ線電位ＤＰの電位Ｖｘを求める際に、データ線
電位ＤＰの補正量を全て計算で求めなくてもよい。フレームレートごとにのＭ番目のフレ
ームの極性と表示階調、（Ｍ＋１）番目のフレームの極性と表示階調の組み合わせによる
データ線電位の設定値をあらかじめルックアップテーブルとして記憶手段に記憶しておき
、その保存したルックアップテーブルを参照することでフレームレートごとのデータ線電
位ＤＰの電位Ｖｘを決定し、データ線１２１にその電位を印加してもよい。この場合、例
えば表示階調が８ｂｉｔの値（２５６階調）であれば、データ線電位も２５６段階の値を
持つ。さらにデータ線電位が正極性と負極性の２パターンあることを考慮すれば、データ
線電位として５１２段階の値を持つようにすればよい。Ｍ番目のフレームと（Ｍ＋１）番
目のフレームの映像データと極性の組み合わせから、補正量のパターンとして５１２×５
１２パターンをルックアップテーブルに保存すればよい。
【００７０】
　なお、必ずしも全ての組み合わせについて補正量をルックアップテーブルに保持する必
要があるとは限らない。例えば、データ線電位の変化量が少ない場合などは、補正を省略
することができる。また、１つの表示階調に対して、１つのデータ線電位になるとは限ら
ない。言い換えれば、表示階調とデータ線電位は一意的な関係になるとは限らない。その
ため、ルックアップテーブルの大きさはこれらには限られない。
【００７１】
　これまでに説明したような構成とすることで、本発明の表示装置は、高フレームレート
駆動した際に、映像データを書込む期間の減少による書込み不足と、フレーム間の極性反
転のパターンによって生じるずれとに対応する補正量を加えたデータ線電位を設定でき、
良好な表示を得る事ができる。
【００７２】
［第２の実施形態］
　以下では本発明の第２の実施形態にかかる液晶表示装置について説明する。第２の実施
形態にかかる液晶表示装置は、第１の実施形態のものと比べると、液晶表示パネルの温度
により補正量を変化させる点が異なる。以下では第１の実施形態との相違点を中心に説明
する。
【００７３】
　図１１は、本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置の構成例を示す図である。本実
施形態にかかる液晶表示装置の制御回路１４０は、極性信号生成部１４１と、データ線制
御信号生成部１４２と、参照電圧制御部１４３と、走査線制御信号生成部１４４と、階調
電位到達率出力回路５１０と、階調電位計算回路５２０と、階調電位補正回路５３０と、
フレーム極性記憶部５４０と、極性補正回路５５０と、階調電位記憶部５６０と、を備え
、さらに温度観測部８１０を備える。
【００７４】
　温度観測部８１０は液晶表示パネル１１０の周辺の温度を観測し、その結果を温度デー
タＴＤとして出力する。階調電位到達率出力回路５１０は、フレームレートなどの走査線
オン期間Ｔｏｎを示す値と温度データＴＤとに基づいて、階調電位到達率を計算し出力す
る。階調電位到達率出力回路５１０と、階調電位計算回路５２０と、階調電位補正回路５
３０と、フレーム極性記憶部５４０と、極性補正回路５５０と、階調電位記憶部５６０と
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で映像データＤＤが示す階調電位Ｖｄを補正する処理は、この階調電位到達率を用いる点
を除いて同じであるため詳細の説明は省略する。
【００７５】
　そうすれば、温度変動によって画素回路の特性が変化し、この方法を採らなければＴＦ
Ｔ素子を介して画素電極２２０に印加されるデータ線電位ＤＰの到達率が温度によって変
動してしまうような場合であっても、データ線電位書込み到達率に補正量を加えたデータ
線電位を設定でき、良好な表示を得る事ができる。
【００７６】
［第３の実施形態］
　以下では本発明の第３の実施形態にかかる液晶表示装置について説明する。第３の実施
形態にかかる液晶表示装置は、第２の実施形態のものと比べると、フレームレート変換機
能を有する点が主に異なる。以下ではその相違点を中心に説明する。
【００７７】
　図１２は、本発明の第３の実施形態に係る液晶表示装置の構成例を示す図である。本実
施形態にかかる液晶表示装置の制御回路１４０は、極性信号生成部１４１と、データ線制
御信号生成部１４２と、参照電圧制御部１４３と、走査線制御信号生成部１４４と、階調
電位到達率出力回路５１０と、階調電位計算回路５２０と、階調電位補正回路５３０と、
フレーム極性記憶部５４０と、極性補正回路５５０と、階調電位記憶部５６０と、温度観
測部８１０と、を備え、さらにフレームレート変換回路９１０を備える。
【００７８】
　フレームレート変換回路９１０は、外部から入力される映像データＤＤが低フレームレ
ートのものである場合に、その映像データＤＤを高フレームレートの映像データである高
フレームレート映像データＨＤに変換し、制御回路１４０内の階調電位計算回路５２０に
出力する。またフレームレート変換回路９１０は、外部から入力されるタイミングデータ
ＳＳが低フレームレートのものである場合にはタイミングデータＳＳを高フレームレート
のタイミングデータである高フレームレートタイミングデータＨＳに変換し出力する。階
調電位計算回路５２０は、高フレームレート映像データＨＤが示す表示階調を表示するた
めの階調電位Ｖｄを計算し階調電位データＰＤとして出力する。予め表示階調ごとに計算
された階調電位Ｖｄのデータをメモリに保存しておき、そのメモリから高フレームレート
映像データＨＤが示す表示階調に応じた階調電位Ｖｄのデータを取得し出力してもよい点
は他の実施形態と同様である。また走査線制御信号生成部１４４および極性信号生成部１
４５は、タイミングデータＳＳの代わりに高フレームレートタイミングデータＨＳに基づ
いて動作する。
【００７９】
　このように制御回路１４０に含まれるフレームレート変換回路９１０が高フレームレー
トの高フレームレート映像データＨＤと、高フレームレートタイミングデータＨＳとを出
力することで、低フレームレートの映像データを高フレームレートの映像データとして表
示することが可能となる。
【００８０】
　また、フレームレートに応じてフレームレートデータＦＤを参照電圧制御部１４３に入
力することで、フレームレートに合った参照電圧ＲＶを出力することができる。
【００８１】
　以上のように表示装置を構成する事で、高フレームレート駆動での画質の劣化を発生さ
せる事無く、画像を表示する事ができる。
【符号の説明】
【００８２】
　１１０　液晶表示パネル、１２０　データ線駆動回路、１２１　データ線、１３０　走
査線駆動回路、１３１　走査線、１４０　制御回路、１４１　極性信号生成部、１４２　
データ線制御信号生成部、１４３　参照電圧制御部、１４４　走査線制御信号生成部、１
５０　参照電圧生成部、２１０　ＴＦＴ素子、２２０　画素電極、５１０　階調電位到達
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率出力回路、５２０　階調電位計算回路、５３０　階調電位補正回路、５４０　フレーム
極性記憶部、５５０　極性補正回路、５６０　階調電位記憶部、８１０　温度観測部、９
１０　フレームレート変換回路、ＡＤ　強調電位データ、ＡＲ　階調電位到達率データ、
ＣＤ　データ線電位データ、ＤＤ　映像データ、ＤＰ　データ線電位、ＤＳ　映像データ
制御信号、ＦＤ　フレームレートデータ、ＧＳ　走査線信号、ＨＤ　高フレームレート映
像データ、ＨＳ　高フレームレートタイミングデータ、ＰＤ　階調電位データ、ＰＰ　画
素電極電位、ＰＳ　極性信号、ＰＰＳ　前フレーム極性データ、ＲＳ　参照電圧信号、Ｒ
Ｖ　参照電圧、ＳＳ　タイミングデータ、ＴＤ　温度データ、ＶＳ　映像タイミング制御
信号、Ｖａ　強調電位、Ｖｃｏｍ　基準電位、Ｖｄ　階調電位。

【図１】 【図２】
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摘要(译)

本发明的目的是提供一种液晶显示装置，其能够通过由于灰度差异而进
行的校正来抑制图像质量的劣化。 种类代码：A1一种液晶显示装置，包
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且，控制电路用于获得通过校正灰度电位而获得的数据线电位，以使像
素电路显示当要显示的帧的灰度电位是第一电位并且紧接在前的帧的灰
度电位是与第一电位不同的第二电位时，控制电路从第一电位确定如果
要校正到数据线电位的量和要显示的帧的灰度电位是第二电位并且紧接
在前的帧的灰度电位是第一电位，则使用第一电位。确定数据线电位以
便与数据线电位的校正量不同。 [选图]图1
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